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運営は健全か運営は健全か ９月
定例会

　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
２
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
24
日
間

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
や
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
回
）、
議
員
発
議
な
ど
の
20
議
案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
・
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

一般会計・特別会計の決算の状況  

公営企業会計の決算の状況  

会　計　名

会　計　名

年度 積立額 取崩額 年度末残高

科　目　名 収 入 決 算 額 支 出 決 算 額

歳　　入 歳　　出
１１６億３,２４５万円

２９３万円

２８億　５６８万円

２４億４,５０９万円

４億４,８０４万円

１２０億２,８４６万円

２９３万円

２８億１,２４０万円

２５億４,９８２万円

４億６,３４５万円

収益的収入・支出

資本的収入・支出

９億７,４９２万円

１０億　２７６万円

９億３,４９２万円

１１億１,７９８万円

土 地 取 得

国民健康保険事業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

一 　 般 　 会 　 計

下　水　道　事　業

特
別
会
計

財政調整基金

財政調整基金の推移

　財政調整基金とは、災害などの不測の事態や年度間
の財源不足に備えるため、決算剰余金などを積み立て、
財源が不足する年度に活用するための基金です。

H29

H30

Ｒ元

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

8,046万円

１億6,073万円

１億5,014万円

１億6,100万円

２億1,951万円

５億5,336万円

３億　255万円

３億9,542万円

５億7,967万円

５億3,818万円

２億1,884万円

　－  

　－  

３億　111万円

11億8,083万円

７億6,189万円

３億7,385万円

３億1,601万円

５億3,552万円

10億8,888万円

10億9,032万円 　 小中学校の長寿命化や新中間処理施設建設に伴う負
担のほか土地区画整理事業など大規模事業が予定され
る中で、町はどのような財政運営を考えているのか。
　 今まで以上に既存事業の見直しを進め、スクラップ
アンドビルドによる徹底したスリム化を図るほか、財政
指標の動向に留意しながら、事業規模の平準化や実施時
期の繰延べなどを行っていかなければならないと考え
ている。
　歳入では根幹となる町税の収納率の向上に努めると
ともに、国、県の補助制度を積極的に活用して財源を確
保し、引き続き収支均衡型の予算を基本とし、中期財政
計画の見直しなどを行い健全な財政運営に努めたいと
考えている。

　 財政調整基金はどの程度の残高が適正なのか。
　 標準財政規模の２割程度は確保しておいたほうがよ
いと言われており、町の標準財政規模の約70億円に対
し、財政調整基金の目標は約14億円と捉えている。

Q
A

Q

A

詳しくは
広報しみず11月号を
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区　分

⑴ 財政力指数 （３カ年平均）
⑵ 実質収支比率 （％）

⑶ 経常収支比率 （％）

0.974

4.8

87.6

0.974

5.1

88.4

0.951

12.4

78.9

0.933

7.6

85.1

0.918

5.4

87.8

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

財政構造

町の財政町の財政

財政力指数

将来的な懸念材料

　財政力指数は、町の財政の豊さを示す数字で、指数
が高いほど財政に余裕があります。
　この指数が１を超えると財政が豊かな団体とされ、
地方交付税が交付されません。

実質収支比率
　実質収支比率は、財政運営の状況を判断するた
めに用いられている指標で、３％から５％程度が
望ましいとされています。

　令和５年度は 5.4％で、前年度に
比べ 2.2 ポイントの減と数値の上で
は改善の兆しが見られます。

経常収支比率
　経常収支比率は、財政構造の弾力性を判断する
ために用いられている指標で、比率が低いほど一
般財源に余裕があることを示しています。

⑴ 財政力指数 ＝【基準財政収入額】÷【基準財政需要額】   
⑵ 実質収支比率＝【実質収支額】÷【基準財政規模】×100
⑶ 経常収支比率＝【経常経費充当一般財源】÷（【経常一般財源等】＋【臨時財政対策債】）×100

　 財政力指数が年々下がってきていることを危惧
しているが、どのように捉えているか。
　 基準財政収入額、税等はコロナ禍後、景気回復の
影響を受け一定の伸びを示している一方、基準財政
需要額は国の経済対策に伴う再算定などの影響で、
収入額を上回る伸びがあったため年々減少傾向と
なっている。

Q

A

　令和５年度は 87.8％で、前年度に
比べ 2.7 ポイント上昇しており、財
政運営の硬直化につながらないよう
注視していく必要があります。

令和5年度 一般会計決算

116億3245万円

0.98

0.97

0.96

0.95

0.94

0.93

0.92

0.91

0.90

0.89

財政力指数
0.974 0.974

0.951

0.933

0.918

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

清水町議会だより　2024 年 10 月 30 日3



4清水町議会だより　2024 年 10 月30日

　 台湾の若者世代をターゲットとしたファムトリップ、「ラ
ブライブ！サンシャイン！！」と連携したサントムーン柿田川を
含む柿田川周辺エリアでの様々なイベントやプロモーショ
ンの開催、デジタルフォトビンゴの運営と開発など事業の
成果は。
　 ファムトリップでは、柿田川の持つ観光資源としての強み
を感じることができたことや旅行社との観光商品の造成に
つながる関係性ができた。また、台湾の新聞に記事が掲載さ
れたことにより、インバウンドの誘客促進につながる周知が
できた。サントムーン柿田川で実施したプロモーションでは
多くの来場者があり、町、柿田川のＰＲができたほか、レジ客
数で対前年比110％、売上げでは121％を出したテナントも
あると聞いており、事業者からも好評を得ている。

　 県全体の状況と町の状況は。
　 令和６年７月現在、県全体で
は、男性が662人、女性が396
人の計1,058人の登録者があ
る。
　これまでにお見合い成立が
5,650件、お友達としてのお付
き合いが開始したのは1,888
件、交際に発展したのが307件、
成婚件数は61件。
　町からは男性３人、女性４人
の計７人が登録し、そのうち１人
が結婚に至った。

Q

A

　 寄附金として約3,260万円のふるさと納税があったが、
他市町へのふるさと納税による町の個人住民税の控除額
は。
　 約7,245万円であった。

Q

A

Q
A

出会いのサポート

ふるさと納税による控除額は
　 配食サービスの中で、普通食と別に生活習慣病に配慮
された食事メニューが提供されているか。
　 高血圧症や糖尿病の方に向けて特化したお弁当の提
供はしていないが、高齢の方に必要な栄養素をバランスよ
く考慮し、たんぱく質や食塩の摂取量を配慮した献立で提
供している。

Q

A

生活習慣病に配慮した配食サービスを

観光コンテンツ造成支援事業
　県と35市町が負担金
を支出し、運営している
公的結婚支援サービス
「しずおかマリッジ」　

登録は
こちらから

20000

15000

10000

5000

0

万円 ふるさと納税寄附額

469

3,806

10,463

14,373
15,913

6,476

18,221

7,245

3,2602,304

4,770

1,858

令和２年度

町民が町外へ寄附したふるさと納税
町外へ流出した個人住民税（控除額）
町に寄附されたふるさと納税

令和３年度 令和４年度 令和５年度

一般会計決算
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反対
です

賛成
です

　コロナ禍からの地域経済活動の支援
や町が進める「協働・協創」のまちづ
くりの各種事業が再開され、積極的な

施策の推進が図られている。
　町が進める主要な施策では、町民生活の基盤を
支える道路整備や子供たちの教育環境の整備に資
する事業などが積極的かつ計画的に進められてい
る。健全化判断比率や各種財政指標は良好な水準
を維持しており、効果的な財政運営を行った成果
であると認め、評価する。　
　　　　　　　　　　　　　　（野田　敏彦 議員）

　物価高騰対策臨時生活支援事業とし
て、マイナンバーカード取得者にクオ
カードを配付したが、マイナンバーカー

ドの取得はあくまでも任意であり、カードの取得
の有無で生活支援の有無を差別することはあって
はならない。
　小中学校の特別教室のエアコンの設置は、国も
エアコン設置の補助金の要請に全て応える姿勢を
示しており、年度ごとの計画ではなく単年度で全
ての設置を行うべきだった。　
　　　　　　　　　　　　  　（吉川　清里 議員）

討論 令和５年度一般会計決算

積極的な施策の推進が図られている積極的な施策の推進が図られている マイナンバーカード取得は任意マイナンバーカード取得は任意

　 バイキング給食やマナー給
食を行わなかった理由は。
　 通常の給食単価に比べ、賄
材料費が上がってしまう中、物
価高騰の影響もあり、通常給
食で、マナーの習得や人気メ
ニューを組み入れるなどの対
応を行った。

食知識の習得の場としての給食を
　 まち歩きアプリでの生活習慣病予防の取組状況は。
　 体重、睡眠、血圧のデータ入力の定着に重点を置き、
データを分析、活用し、医療費の削減や健康寿命の延伸な
どにつなぐことを視野に入れた事業展開を考えている。

生活習慣病予防の取組は

　 対象となる町民のうち何割が事業に参加しているのか。
利用率と参加率は。
　 事業を開始した10月から3月までにスポーツ施設を利
用した全体の人数に対し、利用率は約22％。また、笑街健幸
パスポートを持っている方約8,400人に対し、利用した実人
数は517人であり、参加率は約６％であった。

笑街健幸パスポートの利用状況は
　 南小学校は浸水が想定されている地域である。水害
に対しての設計上の配慮はなされたのか。
　 受変電設備を３メートル以上の鉄骨架台の上に設置
するほか、１階の空調の室外機を２階に設置することによ
り、ハザードマップにおける最大浸水想定３．０メートルに
対応し、浸水や水害のリスクを軽減する。
　また、浸水による建物の損傷を軽減するため、壁、床な
どの建材に耐水性のある素材を使用するなど、被害を最
小限に抑える対策を講じている。

南小学校の水害対策は

Q

A

Q
A

Q

A

Q

A
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QQ Q 　県内で保険料の平準化を
する方針と聞いているが、
それに沿って保険税もしく
は保険料を最近引き上げて
いる市町がある。町で改定
をしない理由は。

　一般会計からの繰入れが
前年度より増額している理
由は。

　受診率が上がらない人間
ドックの助成制度の周知と
啓発が必要と考えるが。

令和５年度は前年度に比
べ、全国市町への地方交付税
の配分額が約 2,000 億円増額
となっているためである。

A 年に２回、町の広報紙に
掲載し、周知を図っているが、
受診には、一律１万円の自己
負担が必要になるため、受診
率が上がらないことが考えら
れる。

A

被保険者の負担を最大限
考慮し、不足する財源は国民
健康保険事業基金を効率的に
運用することにより、令和４
年度の改正以降、国民健康保
険税の改正は実施していない。
　今後、町の国民健康保険事
業財政運営の健全化には、税
率の改正が必要になると考え
ている。

A

【
教
育
長
の
任
命
】

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
倉　
和
也　
氏

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
】

　
　
　
　
　
　
　
　
市
川　
恵
一　
氏

特
別
会
計

事
業
会
計

そ
の
他

人

事

特別会計決算

反対
です

賛成
です

　国民健康保険は県が財政運営の主体
だが、被保険者の減少や高齢者の割合
の増加など厳しい状況にある。歳入で

は、一定の保険税を確保し、基金からの繰入金な
どにより必要な財源を確保し、制度の安定に努め
たことは評価する。歳出では、給付費が前年度比
3.5％の増額になったものの、特定健診や保健指
導の強化により、コロナ前の令和元年度と比べ大
幅な減額となったことは取組が奏功した結果であ
る。　　　　　　　　　　　   （寺島　俊郎 議員）

　町の特定健診の受診率は 44.7％、保
健指導の動機付け支援参加率は 61.1％、
積極的支援率は 30.5％であり、全国平

均より高いものの、国の目標である 60％には達し
ていない。早期発見や予防を強化し、医療費軽減
のため、実施率を向上させていかなければならな
い。効果は不十分である。

　
　　　　　　　　　　　　  　（森野　夏歩 議員）

討論

特定健診や保健指導の強化特定健診や保健指導の強化

国民健康保険事業国民健康保険事業国民健康保険事業
給付費は大幅減額給付費は大幅減額給付費は大幅減額

現状では予防の効果が不十分現状では予防の効果が不十分

土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

下
水
道
事
業
会
計
決
算

令和５年度国民健康保険事業特別会計決算
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Q Q　保険給付費では、居宅介護サービスが前
年度と比べて 4,100 万円増えている一方で、
施設介護サービス費が 1,300 万円減となっ
ている。その理由は。

　ホームヘルパー不足の実態を町は把握を
しているのか。

居宅介護サービス給付費は訪問介護サービ
ス、通所リハビリテーション、短期入所生活介護
サービスの利用者が増えたことにより増額となった。
　また、施設介護サービス給付費は、介護老人
保健施設サービス費が減額となったためである。

A
町内の事業所に確認したところでは、全体

的にホームヘルパーが不足していると聞いて
いる。

A

反対
です

賛成
です

　決算では、保険給付費が 1.1％増加
し、介護予防のための地域支援事業費
も 8.4％増加した。

　高齢者の居場所づくりを推進するとともに、地
域で支え合う体制の整備に主眼を置き、支援体制
の構築と認知症ケアの向上に積極的に取り組んで
いることは評価できる。　　　（野田　敏彦 議員）

　介護保険制度は、実際には要介護者
や介護者に喜ばれるものとは言えない。
負担増と給付費削減が進み、使いづら

さが増している。町内でもホームヘルパー不足が
あり、介護保険制度の役割を果たしているとは言
えず、賛成できない。
　　　　　　　　　　　　　  （森野　夏歩 議員）

討論

高齢者の居場所づくりと自立支援を重視高齢者の居場所づくりと自立支援を重視

令和６年第３回定例会審査結果令和６年第３回定例会審査結果

介護保険事業介護保険事業介護保険事業
地域で支え合う体制地域で支え合う体制のの整備整備地域で支え合う体制の整備

介護保険制度の役割は果たしているのか介護保険制度の役割は果たしているのか

教育長の任命
固定資産評価審査委員会委員の選任
後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約
住民票の写し等の交付に関する事務の事務委託の廃止の協議
国民健康保険条例の一部を改正する条例
下水道条例の一部を改正する条例
令和６年度清水町一般会計補正予算（第３回）
令和６年度清水町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２回）
令和６年度清水町介護保険事業特別会計補正予算（第１回）
令和６年度清水町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）
令和６年度清水町下水道事業会計補正予算（第１回）
令和５年度清水町一般会計歳入歳出決算
令和５年度清水町土地取得特別会計歳入歳出決算
令和５年度清水町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
令和５年度清水町介護保険事業特別会計歳入歳出決算
令和５年度清水町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
令和５年度清水町下水道事業会計決算
令和６年度南小学校北校舎改築工事の請負契約の締結
地震特財法の延長に関する意見書
刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書

〇
〇
●
〇
●
●
〇
●
〇
〇
●
●
〇
●
●
●
〇
●
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
●
〇
●
●
〇
●
〇
〇
●
●
〇
●
●
●
〇
●
〇
〇

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

同意
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定
可決
可決
可決

議         　　　 案
佐
野
俊
光

吉
川
清
里

松
浦
俊
介

大
濱
博
史

松
下
尚
美

花
堂
晴
美

飯
田
安
雄

向
笠
達
也

野
田
敏
彦

寺
島
俊
郎

田
代
稔

海
野
豊
彦

森
野
夏
歩

審
議
結
果

〇 賛成、 ●は反対、議長は議事を行うため、賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ裁決します。

（
議
長
）

令和５年度介護保険事業特別会計決算
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感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置

事
業
の
補
助
対
象
者
、
補
助

金
額
、
申
請
期
間
は
。

　
　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
方

が
対
象
で
、
補
助
額
は
３
分

の
２
、
上
限
は
３
万
円
で
あ

る
。
申
請
期
間
は
、
議
決
後

か
ら
受
付
を
開
始
し
、
年
度

末
ま
で
と
す
る
。

　
　
下
水
道
料
金
を
値
上
げ

す
る
理
由
は
。

　
　

経
常
利
益
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
汚
水
処
理
費
を
使

用
料
収
入
で
賄
え
て
い
な
い

状
態
で
あ
る
こ
と
と
、
令
和

７
年
度
か
ら
県
の
流
域
下
水

道
維
持
管
理
負
担
金
の
改
定

に
よ
る
汚
水
処
理
費
の
増
額

が
見
込
ま
れ
る
た
め
。

　
　

一
般
競
争
入
札
の
制

限
・
資
格
要
件
は
。

　
　

本
社
や
営
業
所
の
所
在

地
が
県
内
で
あ
る
こ
と
、
経

営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の

建
築
一
式
総
合
評
定
値
が
１

２
０
０
点
以
上
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
町
で
発
注
し
た
建

築
工
事
の
実
績
が
あ
る
ほ
か
、

26
年
度
以
降
に
県
内
の
地
方

公
共
団
体
の
１
件
２
億
円
以

上
の
建
築
工
事
の
元
請
と
し

て
の
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

　
　
病
院
群
輪
番
制
病
院
設

備
整
備
事
業
の
補
助
理
由
と

設
備
内
容
は
。

　
　

重
症
救
急
患
者
の
受
入

れ
体
制
の
充
実
と
救
命
率
の

向
上
の
た
め
、
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
や
不
整
脈
治
療
の

際
に
必
要
な
臨
床
用
ポ
リ
グ

ラ
フ
装
置
を
購
入
す
る
。

補正予算/その他
補
正
予
算

条
例
改
正

契
約
締
結

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

令
和
６
年
度
南
小
学
校
北
校
舎
改
築
工
事

問

問

問

問

答

答

答

答

　

今
後
も
安
定
的
な
下
水
道

事
業
の
経
営
を
維
持
す
る
た

め
、
使
用
者
の
皆
様
に
大
き

な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
増

額
改
定
を
お
願
い
す
る
。

賛成
です

賛成
です

反対
です

反対
です

必
要
な
予
算
措
置
で
あ
る

必
要
な
予
算
措
置
で
あ
る

適
切
な
料
金
へ
見
直
す

適
切
な
料
金
へ
見
直
す

マ
イ
ナ
保
険
証
の
一
体
化
に
反
対

マ
イ
ナ
保
険
証
の
一
体
化
に
反
対

経
営
方
針
の
転
換
が
必
要

経
営
方
針
の
転
換
が
必
要

　

令
和
５
年
度
決
算
確
定
に
伴
う
、
必
要
な
措
置
で

あ
る
。
保
険
証
の
一
体
化
は
、
国
の
施
策
に
よ
り
進

め
ら
れ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
を
追
加
す
る

な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
基
本
と
す
る
仕
組
み

へ
順
調
に
準
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

（
松
下　

尚
美 

議
員
）

　

物
価
高
騰
に
よ
り
純
利
益
は
減
少
し
て
お
り
、
町

単
独
経
費
の
削
減
に
も
限
界
が
あ
る
。
適
切
な
料
金

へ
の
見
直
し
を
す
る
も
の
で
、
安
定
的
な
経
営
を
維

持
し
つ
つ
、
住
環
境
向
上
に
努
め
る
こ
と
と
料
金
改

定
を
周
知
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

（
海
野　

豊
彦 

議
員
）

　

保
険
証
の
一
体
化
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
任

意
取
得
の
原
則
に
反
し
て
お
り
、
疑
問
が
あ
る
。
医

療
機
関
や
行
政
の
作
業
の
負
担
が
増
加
す
る
ば
か
り

だ
。
町
民
に
普
及
し
て
い
な
い
マ
イ
ナ
保
険
証
の
一

体
化
は
す
る
べ
き
で
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
森
野　

夏
歩 

議
員
）

　

現
在
、
下
水
道
会
計
は
黒
字
な
の
に
、
経
費
の
増

加
を
使
用
料
引
き
上
げ
で
賄
う
の
は
短
絡
的
だ
。
町

民
生
活
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
安
全
に
提

供
す
る
べ
き
で
、
使
用
料
が
生
活
を
圧
迫
す
る
こ
と

は
避
け
る
べ
き
。

（
吉
川　

清
里 

議
員
）

地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書

　

地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る

「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備

事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を

延
長
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書

１　

再
審
請
求
手
続
の
審
理
の
適
正
化
に
資
す
る
規
定
を
整

備
す
る
こ
と
。

２　

再
審
請
求
手
続
に
お
い
て
、
全
て
の
証
拠
を
開
示
す
る

規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。

３　

再
審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
の
不
服
申
立
て
を
禁

止
す
る
こ
と
。

討 論

討 論

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
（
要
旨
）

完成イメージ図
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学
校
教
育
に
一
層
の
支
援
を

適
切
な
予
算
配
分
に
努
め
る

答
問

９人が町政を問う９人が町政を問う９人が町政を問う９人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

質問者の動画
が見られます

問　
部
活
動
の
地
域
移
行
の

進
捗
状
況
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

清
水

中
で
は
、
陸
上
競
技
部
ほ
か

３
部
活
動
、
南
中
で
は
野
球

部
ほ
か
２
部
活
動
、
計
７
部

活
動
に
つ
い
て
９
人
の
外
部

指
導
員
か
ら
休
日
の
み
な
ら

ず
平
日
に
お
い
て
も
派
遣
指

導
を
受
け
て
い
る
。

　
文
化
部
の
う
ち
、
２
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
で
は
、
現
在
、

　
部
活
動
の
地
域
移
行
と
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の

２
点
は
、
今
後
の
町
の
教
育

行
政
を
見
据
え
る
上
で
、
重

要
な
事
項
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
進
捗
状
況
と
今
後

の
支
援
策
を
伺
う
。

問

大
お お は ま

濱 博
ひ ろ し

史
外
部
指
導
員
の
派
遣
に
つ
い

て
調
整
し
て
い
る
。

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
の

実
現
に
は
、
人
材
確
保
な
ど

の
支
援
が
重
要
と
捉
え
て
い

る
が
、
町
の
認
識
は
。

　

  （
教
育
長
） 

今
年
７
月
号

の
広
報
し
み
ず
に
部
活
動
指

導
補
助
員
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
２
人
の
応
募
が
あ
り
、

先
日
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
部
活
動

指
導
員
に
は
有
償
に
て
依
頼

し
て
お
り
、
当
初
の
予
定
よ

り
大
幅
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

支
援
策
の
進
捗
状
況
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

現
場
で
は
、
別
室
で
の
学
習

支
援
の
ほ
か
時
差
登
校
や
早

退
な
ど
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
寄
り
添
っ
た
柔
軟
な
対
応

を
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ

て
家
庭
訪
問
や
保
護
者
面
談

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
外
に
お
け
る

不
登
校
児
童
生
徒
対
策
の
中

核
を
な
す
事
業
で
は
、
児
童

生
徒
だ
け
で
は
な
く
保
護
者

も
安
心
し
て
相
談
が
で
き
る

場
所
と
し
て
、
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
（
通
称
）
か
わ
せ
み

教
室
を
運
営
し
て
い
る
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

継
続
的
な
支
援
に
は
、
専
門

職
員
の
確
保
な
ど
、
具
体
策

が
重
要
と
考
え
る
が
、
町
の

認
識
は
。

　

  （
教
育
長
） 

不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
対
応
は
町
教
育
行

政
と
し
て
喫
緊
か
つ
最
重
要

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

か
わ
せ
み
教
室
の
運
営
は
、

子
供
た
ち
や
保
護
者
た
ち
の

心
が
元
気
に
な
る
場
所
と
し

て
、
必
要
不
可
欠
な
事
業
で

あ
る
の
で
、
人
員
の
確
保
や

安
定
的
な
場
の
提
供
等
、
事

業
の
拡
充
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　
学
校
教
育
に
、
よ
り
一

層
の
支
援
を
講
じ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　

  （
町
長
） 

学
校
教
育
関
係

の
み
な
ら
ず
子
育
て
や
児
童

福
祉
な
ど
へ
の
予
算
の
配
分

は
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち

へ
の
大
切
な
投
資
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
３
月
議
会
の

施
政
方
針
で
未
来
に
向
け
た

備
え
と
し
て
教
育
環
境
の
整

備
と
子
ど
も･

子
育
て
の
支

援
の
充
実
を
掲
げ
た
。
学
校

教
育
の
予
算
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
、
適
切
な
配
分
に

努
め
、
将
来
の
町
を
担
っ
て

い
く
世
代
の
健
全
な
育
成
を

図
っ
て
い
く
。

問

問

問

問

答

答

答

答

答

技術面をサポートする部活動指導補助員
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質問者の動画
が見られます

認知症への理解を深める一助に
（清水中での認知症キッズサポーター養成講座）

認
知
症
の
診
断
費
用
全
額
助
成
を

調
査
研
究
を
重
ね
て
い
く

答
問問

花
は な ど う

堂 晴
は る み

美

　
　
早
期
発
見
対
策
と
し
て

認
知
症
診
断
費
用
を
全
額
助

　
昨
年
９
月
議
会
の
一
般
質

問
に
て
、
認
知
症
の
早
期
発

見
と
重
症
化
予
防
な
ど
の
早

期
対
策
を
提
案
し
た
が
、
そ

の
後
の
検
討
結
果
を
伺
う
。

成
で
き
な
い
か
提
案
し
た
が
、

検
討
結
果
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

認
知

症
の
早
期
発
見･

早
期
治
療

の
重
要
性
は
深
く
認
識
し
て

い
る
が
、
本
人
や
家
族
が
認

め
た
く
な
い
な
ど
受
診
に
つ

な
が
り
難
い
こ
と
か
ら
、
認

知
症
患
者
と
家
族
、
地
域
が

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
て

も
ら
う
よ
う
努
め
、
助
成
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て
引
き

続
き
調
査･
研
究
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
今
後
は

民
生
委
員
に
再
審
査
制
度
の
導
入
を

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
へ
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

遠
隔

授
業
自
体
を
負
担
に
感
じ

て
し
ま
う
子
供
も
い
る
た

め
、
個
別
具
体
の
事
情
を
見

極
め
て
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
不
登
校
児
童
生
徒

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
第

一
段
階
で
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ

　
　

持
続
可
能
な
民
生
委

員
・
児
童
委
員
制
度
の
構
築

と
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、

任
期
途
中
で
の
再
審
査
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 
民
生
委
員･

児

童
委
員
制
度
は
、
担
い
手
不

足
が
顕
在
化
し
、
町
の
現
状

ト
端
末
活
用
は
、
一
人
一
人

に
合
っ
た
支
援
を
考
え
取
り

組
む
中
で
、
担
任
と
の
簡
単

な
や
り
取
り
か
ら
状
況
に
応

じ
て
課
題
の
送
信
を
行
う
な

ど
、
学
校
と
つ
な
が
る
た
め

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
。

で
も
定
数
に
達
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
委
員
の
推
薦

を
依
頼
し
て
い
る
各
区
に
お

い
て
も
、
改
選
の
際
の
人
選

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
。
再
審
査
制
度
は
、

今
後
、
国
・
県
が
定
め
る
制

度
の
中
で
町
と
し
て
で
き
得

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持

ち
帰
り
に
つ
い
て
負
担
軽
減

は
で
き
な
い
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

来
年

度
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更

新
に
お
い
て
、
県
の
共
同
調

達
に
よ
る
購
入
に
向
け
た
機

種
の
選
定
作
業
を
し
て
い
る

が
、
で
き
る
限
り
軽
量
の
機

種
と
な
る
よ
う
要
望
し
て
い

る
。

る
方
策
が
あ
る
の
か
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

問問

問

答

答答

答
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答 給
食
費
第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
償
化
を

当
面
の
間
は
一
律
軽
減
を
継
続

問

質問者の動画
が見られます

そのクレーム、やりすぎていませんか

野
の だ

田 敏
と し ひ こ

彦

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
現
状
と
対
策
は

公
共
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

問　
職
員
に
対
す
る
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態

調
査
の
結
果
は
。

　

  

（
総
務
課
長
） 

カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
相
当

す
る
案
件
は
10
件
程
度
あ
っ

た
。
状
況
は
、
正
当
な
理
由

な
く
何
度
も
職
員
の
対
応
等

に
不
満
や
怒
り
を
訴
え
、
謝

罪
や
調
査
を
要
求
し
た
り
、

長
時
間
に
わ
た
り
同
じ
話
を

し
た
り
、
必
要
以
上
の
叱
責

や
人
間
性
を
否
定
す
る
言
動
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
執
拗
な
書
き
込

み
な
ど
が
あ
っ
た
。

問　
公
共
施
設
の
22
カ
所
の

う
ち
、
18
カ
所
は
設
置
済
み

だ
が
、
未
設
置
の
役
場
庁
舎
、

町
体
育
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

温
水
プ
ー
ル
に
設
置
す
る
考

え
は
。

　
　
現
在
の
対
策
と
今
後
の

対
策
は
。
ま
た
、
外
線
通
話

の
録
音
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
等
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

名
札
は
課

名
と
名
字
の
み
等
に
変
更
、

職
員
席
次
表
の
撤
去
、
防
止

啓
発
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ

る
注
意
喚
起
な
ど
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
対
応
困
難
事
案
は
、

三
役
課
長
会
等
で
共
有
し
、

全
庁
的
な
対
応
を
行
う
。
悪

質
な
行
為
は
、
警
察
や
弁
護

士
へ
の
相
談
等
を
行
う
。

　
今
後
は
、
あ
ら
か
じ
め
伝

　

  （
総
務
課
長
） 

施
設
管
理

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
観
点

か
ら
も
、
今
後
、
設
置
す
る

方
向
で
検
討
す
る
。

え
た
時
間
を
超
過
し
て
長
時

間
の
対
応
を
強
要
さ
れ
な
い

よ
う
、
複
数
の
職
員
で
話
を

聞
く
な
ど
課
全
体
で
対
応
す

る
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や

外
線
通
話
の
録
音
は
、
効
果

や
費
用
面
を
検
討
す
る
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
は
、
他

市
町
の
動
向
を
注
視
し
、
職

員
研
修
は
、
ク
レ
ー
ム
対
応

を
含
め
た
講
座
等
を
開
催
し

た
い
。

問

問

問 答

答答

問　
全
国
の
自
治
体
３
割
が

給
食
費
無
償
化
の
新
聞
報
道

が
あ
る
が
、
町
で
も
無
償
化

を
検
討
す
る
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

経
常

的
に
大
き
な
財
政
負
担
を
伴

う
の
で
、
現
時
点
で
は
難
し

い
。

　
　
来
年
度
に
向
け
て
給
食

費
は
改
定
し
て
い
く
の
か
。

　
給
食
費
の
軽
減
は
多
子
世

帯
向
け
が
有
効
で
あ
り
、
軽

減
策
を
提
案
し
考
え
を
問
う
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
現
状
と
対
策
を
問
う
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
公
共
施
設

に
設
置
す
る
考
え
を
問
う
。

問問

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

要
綱

で
定
め
た
給
食
費
と
実
質
の

提
供
単
価
が
同
額
と
な
る
よ

う
改
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
、
公
費
負
担
の
２
千
数
百

万
円
余
の
毎
年
度
の
助
成
効

果
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
国
の
施
策
の

児
童
手
当
な
ど
は
多
子
世
帯

向
け
に
手
厚
く
し
て
お
り
、

多
子
世
帯
へ
の
軽
減
策
が
有

効
と
考
え
る
。
第
２
子
は
半

額
、
第
３
子
以
降
は
無
償
化

を
提
案
す
る
が
、
町
の
考
え

は
。

　

  （
副
町
長
） 

負
担
軽
減
策

に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
県
内

市
町
の
大
半
が
一
律
軽
減
で

あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も

一
律
軽
減
の
意
見
が
多
数
で

あ
る
の
で
、
当
面
は
、
一
律

軽
減
を
継
続
し
て
い
く
。

問

答

答答
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防
災
セ
ン
タ
ー
に
期
日
前
投
票
所
を

現
時
点
で
は
難
し
い

答
問

質問者の動画
が見られます

向
む か さ

笠 達
た つ や

也

　
今
年
５
月
に
執
行
さ
れ
た

県
知
事
選
挙
の
町
の
投
票
率

は
49
・
82
％
と
以
前
に
比
べ

低
下
し
た
。
徳
倉
地
区
に
期

日
前
投
票
所
の
増
設
が
で
き

な
い
か
。

　
　
今
年
５
月
に
執
行
さ
れ

た
県
知
事
選
挙
の
年
代
別
の

投
票
率
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

18
歳
か
ら

29
歳
ま
で
が
約
28
％
、
30
歳

か
ら
49
歳
ま
で
が
約
42
％
、

50
歳
か
ら
69
歳
ま
で
が
約

58
％
、
70
歳
以
上
が
約
59
％

と
な
っ
て
い
る
。

答

　
　
30
歳
代
、
40
歳
代
の
投

票
率
向
上
の
取
組
は
。

　

  

（
総
務
課
長
） 

昨
年
度
、

投
票
率
に
関
す
る
意
見
聴
取

を
行
っ
た
町
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
等
に
協
力
い

た
だ
き
、
保
護
者
と
お
子
さ

ん
が
一
緒
に
な
っ
て
選
挙
啓

発
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
働
き
盛
り
世
代
が
選
挙

に
関
わ
る
機
会
を
増
や
し
、

投
票
率
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

投
票
所
環
境
の
整
備
は
。

　
  （

総
務
課
長
） 

全
て
の
投

票
所
で
土
足
の
ま
ま
入
場
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
お
り
、

入
り
口
に
段
差
が
あ
る
場
合

は
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
投
票
の
秘
密
が
確

保
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
事

務
従
事
者
が
介
助
を
行
う
な

ど
、
高
齢
者
や
歩
行
が
困
難

な
方
が
投
票
し
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
の
県
知
事
選

挙
か
ら
口
頭
で
自
身
の
意
思

を
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
方

や
困
難
な
方
の
た
め
の
投
票

支
援
カ
ー
ド
や
投
票
所
で
想

定
さ
れ
る
支
援
を
イ
ラ
ス
ト

や
文
字
で
表
示
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
各

投
票
所
に
設
置
し
た
。

　
　
防
災
セ
ン
タ
ー
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

町
は
、
町

域
が
狭
く
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
期
日
前

投
票
所
の
あ
る
役
場
ま
で
町

の
ど
こ
か
ら
も
近
い
距
離
に

あ
り
、
移
動
し
や
す
い
環
境

に
あ
る
た
め
、
利
便
性
が
高

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
、

事
務
従
事
職
員
の
増
員
や
投

票
箱
の
適
正
な
管
理
、
非
常

時
の
万
全
な
体
制
の
確
保
に

関
わ
る
経
費
等
の
費
用
対
効

果
の
面
も
考
慮
す
る
と
現
時

点
で
は
難
し
い
と
捉
え
て
い

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
投
票
率

向
上
の
た
め
の
投
票
し
や
す

い
環
境
整
備
は
大
変
重
要
で

あ
り
、
社
会
情
勢
の
動
向
や

近
隣
市
町
の
状
況
を
参
考
に

選
挙
管
理
委
員
会
等
で
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

問 答答

答

防災センターに期日前投票所を
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答 ウ
ェ
ブ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
導
入
は

次
期
更
新
時
に
導
入
す
る

問

質問者の動画
が見られます

海
う ん の

野 豊
と よ ひ こ

彦

問　

ウ
ェ
ブ
版
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
導
入
に
関
す
る
調
査
、

研
究
結
果
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

防

災
情
報
を
よ
り
効
果
的
に
発

信
す
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
次
期
更
新
時
の
令

和
８
年
度
に
合
わ
せ
、
ウ
ェ

ブ
版
に
つ
い
て
も
導
入
す
る
。

　
災
害
時
に
命
を
守
る
た
め

の
情
報
を
適
時
に
入
手
す
る

こ
と
の
で
き
る
ウ
ェ
ブ
版
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
導
入
及
び

防
災
井
戸
の
調
査
結
果
並
び

に
暑
熱
避
難
施
設
（
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
設
置

に
つ
い
て
町
の
対
策
を
伺
う
。

問

問　
ウ
ェ
ブ
版
の
導
入
に
合

わ
せ
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

す
る
新
た
な
考
え
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

最

新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
の
融

合
や
他
の
ア
プ
リ
と
の
連
携

等
の
新
た
な
展
開
に
つ
い
て

は
、
先
進
事
例
等
の
情
報
収

集
に
努
め
な
が
ら
、
よ
り
良

い
形
で
運
用
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

答

熱中症の予防に役立つ
クーリングシェルター

防
災
井
戸
の
公
表
は

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
は

問　
防
災
井
戸
の
把
握
の
進

捗
状
況
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

防

災
井
戸
と
し
て
活
用
で
き
る

可
能
性
の
あ
る
井
戸
を
96
件

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
今
年
８

月
に
１
件
目
と
な
る
防
災
井

戸
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

た
。
引
き
続
き
、
防
災
井
戸

の
登
録
を
増
や
し
て
い
く
よ

う
努
め
て
い
く
。

問　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
の
指
定
及
び
設
置
基
準
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 
熱

中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
開
放

で
き
る
こ
と
、
冷
房
施
設
が

適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
温
度
や
空
間
が
適

切
で
あ
る
こ
と
、
休
憩
で
き

る
椅
子
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
で
あ
る
。

問　
防
災
井
戸
の
公
表
と
防

災
マ
ッ
プ
上
の
表
記
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

防

災
井
戸
の
位
置
等
は
、
常

時
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
ほ
か
、
町
広
報
紙

で
の
情
報
提
供
に
努
め
て
い

く
。
防
災
マ
ッ
プ
へ
の
表
記

は
、
令
和
８
年
度
の
改
定
時

に
反
映
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
く
。

問　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ

ー
設
置
の
考
え
は
。

　
  （

健
幸
づ
く
り
課
長
） 

熱

中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
の
増

加
を
防
ぐ
な
ど
、
有
効
と
考

え
て
い
る
。
町
で
は
今
年
８

月
か
ら
役
場
庁
舎
な
ど
７
カ

所
の
公
共
施
設
を
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定
し
、

表
示
板
等
を
設
置
し
て
周
知

を
図
り
、
民
間
施
設
等
に
は

問

問

問 答

答

答

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
指
定
の
募
集
を
行
っ

て
い
る
。

問　
地
区
公
民
館
を
開
放
す

る
考
え
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

公

民
館
は
地
域
住
民
に
と
っ
て

身
近
な
施
設
で
あ
り
、
早
期

の
暑
熱
避
難
に
は
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

各
区
に
対
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

問問 答答

問答
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特
別
教
室
へ
早
期
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

可
能
な
限
り
速
や
か
に
進
め
て
い
く

答
問

質問者の動画
が見られます

森
も り の

野 夏
か ほ

歩

　
近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
の

た
め
、
特
別
教
室
の
エ
ア
コ

ン
の
早
期
設
置
完
了
を
望
む
。

今
年
度
設
置
さ
れ
た
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
が
切
れ
目
の

な
い
支
援
に
つ
な
が
る
た
め

の
取
組
を
伺
う
。

　
　

令
和
５
年
度
末
の
エ
ア

コ
ン
未
設
置
の
特
別
教
室
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

昨
年

度
末
ま
で
の
未
設
置
教
室
数

は
34
教
室
で
あ
り
、
今
年
度

末
ま
で
に
未
設
置
教
室
数
は

14
教
室
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

快適な環境で授業ができるように

　
　
学
校
の
授
業
に
支
障
は

な
い
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

温
度

や
湿
度
を
注
視
し
な
が
ら
児

童
生
徒
の
身
体
へ
の
負
担
軽

減
を
最
優
先
し
、
状
況
に
よ

り
、
空
調
設
備
の
あ
る
教
室

を
利
用
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

特
別
教
室
へ
の
早
期
エ

ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

小
中

学
校
の
空
調
設
備
は
、
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
財

源
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
。
国
の
予
算
措
置
の
状
況

に
よ
り
、
来
年
度
以
降
に
予

定
し
て
い
る
教
室
の
前
倒
し

も
視
野
に
入
れ
、
可
能
な
限

り
速
や
か
に
進
め
て
い
き
た

い
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問　
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
や
事

業
利
用
者
の
実
績
は
。　

  

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
補
佐
） 

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
は
、
支
援

を
必
要
と
す
る
妊
産
婦
や
子

供
、
子
育
て
世
帯
に
体
系
的

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た

め
の
支
援
計
画
で
あ
る
。
支

援
を
必
要
と
す
る
特
定
妊
婦

や
要
支
援
児
童
等
の
ケ
ー
ス

が
約
１
１
０
件
あ
り
、
順
次

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
に
子
育
て
短

期
支
援
事
業
と
子
育
て
世
帯

訪
問
支
援
事
業
を
開
始
し
た

が
、
現
時
点
で
は
該
当
ケ
ー

ス
は
な
か
っ
た
。

　
　

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア

プ
ロ
ー
チ
（
組
織
や
集
団
に

働
き
か
け
て
全
体
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
）
の
進
め
方

は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
補
佐
） 

子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
当
た
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
し
み
ず
や

住
民
ホ
ー
ル
の
行
政
情
報
モ

ニ
タ
ー
を
活
用
し
、
広
く
周

知
し
て
い
る
。
今
後
も
様
々

な
機
会
、
手
段
を
用
い
て
周

知
と
相
談
し
や
す
い
体
制
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

　
　

子
育
て
短
期
支
援
事
業

充
実
の
た
め
の
担
い
手
発

掘
・
育
成
の
対
策
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
補
佐
） 

財
政
面
や
地
域
人
材
の
確
保

等
の
課
題
を
踏
ま
え
慎
重
に

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問

問

問

問

問問

答

答

答

答 答

答
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答 想
定
外
の
災
害
に
対
す
る
体
制
は

全
庁
的
な
体
制
に
よ
り
対
応

問

質問者の動画
が見られます

松
ま つ し た

下 尚
な お み

美

　
　

小
中
学
校
が
帰
宅
指
示

を
出
し
た
時
に
今
回
の
浸
水

区
域
の
情
報
は
伝
え
ら
れ
て

い
た
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

学
校

が
下
校
指
示
を
出
し
た
時
点

で
は
、
浸
水
区
域
の
情
報
が

入
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

伝
え
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　
６
月
18
日
の
豪
雨
に
よ
り

南
保
育
所
周
辺
道
路
は
冠

水
し
、
沼
津
商
業
高
等
学
校

で
は
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
判
断

し
、
対
応
し
た
の
か
。
今
後

起
こ
り
う
る
想
定
外
の
災
害

に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
の

在
り
方
を
問
う
。

　
　

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
に
つ
い
て
、
区
長
や
地

域
住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

徳

倉
４
区
の
区
長
へ
情
報
提
供

し
、
区
民
へ
の
周
知
を
依
頼

す
る
と
と
も
に
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

よ
り
情
報
発
信
し
た
ほ
か
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。

　
　

町
民
の
日
頃
か
ら
の
備

え
と
防
災
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
に
内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
早
期
作
成
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 
今

年
度
は
、
作
成
に
必
要
な
浸

水
想
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
内
水
被
害
の
発

生
の
可
能
性
が
あ
る
場
所
や

規
模
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

る
。
来
年
度
に
作
成
す
る
予

定
で
あ
る
。

浸水被害を軽減する土のうの活用を

危
機
管
理
課
の
設
置
は

　
　

今
後
起
こ
り
う
る
想
定

外
の
災
害
に
対
し
、
危
機
管

理
課
の
設
置
や
専
門
知
識
を

有
す
る
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
な
ど
の

危
機
管
理
専
門
担
当
の
設
置

の
考
え
は
。

　

  

（
町
長
） 

準
備
体
制
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
き
、
災

害
対
策
本
部
や
水
防
本
部
を

設
置
し
、
全
庁
的
な
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

問

問 問

問

問

答

答

答

答

答

　
　

過
去
の
浸
水
実
績
は
地

元
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

に
よ
り
情
報
を
補
強
で
き
る

場
合
が
あ
る
。
住
民
か
ら
の

意
見
聴
取
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
）
を
行
う
考
え
が
あ
る

か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

住

民
説
明
会
の
開
催
な
ど
に
よ

り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
の
説
明
と
併
せ
、
意
見
聴

取
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

国
土
交
通
省
で
は
浸
水

セ
ン
サ
を
設
置
し
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
そ
の
状
況
を
把
握

す
る
実
証
実
験
を
実
施
し
て

い
る
。
参
加
す
る
考
え
は
。

　
  （

く
ら
し
安
全
課
長
） 

既

に
参
加
し
て
い
る
自
治
体
か

ら
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も

に
、
費
用
対
効
果
等
を
踏
ま

え
た
上
で
、
参
加
の
要
否
を

検
討
し
て
い
く
。

　
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
万

全
の
対
策
が
で
き
る
よ
う
、

防
災
機
能
の
強
化
、
集
約
を

図
っ
て
い
る
の
で
、
現
時
点

で
は
新
た
に
危
機
管
理
課
を

設
置
す
る
こ
と
や
自
衛
官
Ｏ

Ｂ
な
ど
危
機
管
理
専
門
担
当

の
配
置
等
は
考
え
て
い
な
い
。

問答
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公
共
施
設
の
町
民
利
用
は
無
償
に

笑
街
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
拡
充
を
検
討

答
問

質問者の動画
が見られます

答

吉
よ し か わ

川 清
き よ り

里
　
　
町
内
の
公
共
施
設
の
利

用
状
況
の
推
移
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
約
４

万
１
千
人
の
利
用
が
あ
り
、

建
設
当
時
か
ら
約
２
万
人
が

減
少
し
、
会
議
室
や
音
楽
練

習
室
等
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

や
利
用
形
態
の
変
化
で
減
少

傾
向
に
あ
る
。
町
体
育
館
は

約
６
万
２
千
人
で
、
コ
ロ
ナ

禍
前
と
同
程
度
、
町
温
水

プ
ー
ル
も
同
様
に
回
復
傾
向

に
あ
る
。

　
協
働
協
創
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
町
民
の
地
方
自
治
の

力
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

町
民
が
集
う
場
を
保
障
す
る

た
め
に
、
公
共
施
設
の
町
民

利
用
は
無
償
化
に
す
べ
き
だ
。

　
　

条
例
で
定
め
る
特
別
な

理
由
に
よ
る
使
用
料
の
減
免

状
況
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
町
文
化
協
会
加

盟
団
体
の
ほ
か
、
町
の
共
催

す
る
事
業
や
笑
街
健
幸
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
等
で
適
用
し
て

い
る
。

　
　

町
民
の
社
会
活
動
の
場

を
行
政
が
保
障
す
る
た
め
に

公
共
施
設
の
無
償
化
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

  （
町
長
） 

町
の
公
共
施
設

は
、
適
正
な
受
益
者
負
担
を

前
提
と
し
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
ほ

か
、
笑
街
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
等
の
減
免
制
度
等
を
活

用
し
、
積
極
的
な
利
用
を
促

し
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の

笑
街
健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

の
対
象
は
、
体
育
施
設
の
み

だ
が
、
機
会
を
捉
え
て
文
化

活
動
施
設
に
も
拡
充
を
考
え

て
い
る
。

内
水
被
害
対
策
は

　
　

６
月
の
豪
雨
時
に
徳
倉

地
域
の
江
川
用
水
が
あ
ふ
れ

て
通
行
止
め
と
な
っ
た
原
因

と
今
後
の
対
策
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

18
日
の
正

午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
雨

量
が
１
２
１
・
５
ミ
リ
の
猛

烈
な
雨
が
短
期
間
に
集
中
し

た
こ
と
に
加
え
、
沼
津
市
大

平
江
川
と
の
合
流
水
量
も
含

め
排
水
能
力
を
超
え
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　
今
後
の
対
策
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
道
路
の
冠
水
状
況

の
確
認
、
被
害
の
程
度
や
範

囲
、
交
通
へ
の
影
響
等
の
把

握
、
必
要
に
応
じ
た
通
行
止

め
や
迂
回
路
の
案
内
な
ど
、

地
域
の
方
々
や
道
路
利
用
者

等
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
江
川
の
排
水
能
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、
堆
積

土
の
除
去
等
の
工
事
を
予
定

し
て
い
る
。

問答

　
　
堂
庭
地
域
で
も
冠
水
し

そ
う
な
地
域
が
あ
っ
た
が
、

原
因
と
対
策
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

原
因
は
徳

倉
地
区
と
同
様
で
あ
る
。
対

策
も
徳
倉
地
区
と
同
様
に
、

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
、
安
全
確
保
に
努
め
る
。

　
　

国
、
県
と
３
市
２
町
で

作
成
し
た
狩
野
川
中
流
域
水

害
対
策
プ
ラ
ン
の
計
画
は
、

気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
に
対

応
で
き
る
の
か
。

　

  （
建
設
課
長
） 

水
害
対
策

プ
ラ
ン
の
対
策
メ
ニ
ュ
ー
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
河
川
の

浚
渫
や
堤
の
除
草
な
ど
河
積

断
面
の
維
持
及
び
河
川
護
岸

の
改
修
に
努
め
て
い
る
。

　
な
お
、
本
プ
ラ
ン
は
具
体

的
な
実
施
方
法
や
予
算
確
保

の
課
題
も
あ
る
。

答答

問

問問

答

答

問問

様々な目的で利用が進む
地域交流センター
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質問者の動画
が見られます

答 民
間
企
業
へ
の
職
員
派
遣
の
考
え
は

制
度
や
機
会
を
研
究
す
る

問
問　
市
町
村
職
員
の
求
め
ら

れ
る
役
割
が
変
化
し
続
け
る

中
で
、
持
続
可
能
な
地
域
経

営
を
実
現
す
る
に
は
、
民
間

の
専
門
性
や
官
民
連
携
で
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
習
得

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
先
進
自
治
体
で
は
、
大
手

企
業
に
職
員
を
派
遣
し
Ｄ
Ｘ

推
進
業
務
を
担
当
さ
せ
る
な

ど
し
て
い
る
。

　
地
方
公
務
員
を
巡
る
課
題

に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
な
ど

が
あ
る
が
、町
も
人
材
確
保・

育
成
や
能
力
発
揮
を
支
え
る

仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
提
案
す
る
。

松
ま つ う ら

浦 俊
しゅんすけ

介

交流から生まれる人脈も貴重な財産
（静岡県庁）

　
今
後
は
民
間
企
業
へ
の
出

向
が
重
要
と
考
え
る
が
、
町

の
見
解
は
。

　

  

（
総
務
課
長
） 

平
成
23
、

24
年
度
及
び
29
年
度
に
民
間

企
業
へ
の
派
遣
実
績
が
あ
り
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
。
一

方
で
、
一
時
的
に
人
材
が
流

出
し
、
限
ら
れ
た
人
員
で
行

政
課
題
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
近
年
は
行
っ
て
い

な
い
。

　
し
か
し
、
複
雑
高
度
化
す

る
行
政
課
題
の
解
決
を
し
て

い
く
た
め
に
は
、
民
間
企
業

と
交
流
し
、
そ
の
知
見
に
接

し
、
幅
広
い
視
点
を
持
つ
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
他
市
町

の
派
遣
実
績
や
成
果
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
民

間
企
業
と
交
流
で
き
る
制
度

や
機
会
を
研
究
し
て
い
き
た

い
。

　
　
総
務
省
の
地
域
活
性
化

起
業
人
制
度
は
、
三
大
都
市

圏
に
所
在
す
る
企
業
と
地
方

圏
の
地
方
自
治
体
が
、
社
員

を
地
方
自
治
体
に
一
定
期
間

派
遣
し
、
社
員
の
専
門
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し

な
が
ら
即
戦
力
人
材
と
し
て

業
務
に
従
事
し
、
地
域
活
性

化
を
図
る
取
組
で
あ
る
。
国

は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
す

る
派
遣
期
間
中
の
社
員
の
給

与
等
に
係
る
経
費
一
人
当
た

り
年
間
５
６
０
万
円
を
上
限

に
支
援
す
る
。

　
町
で
も
活
用
す
べ
き
制
度

で
は
。

　
  （

総
務
課
長
） 

地
域
活
性

化
企
業
人
制
度
は
、
専
門
家

の
新
た
な
視
点
や
知
識
に
よ

り
町
の
事
業
が
進
展
し
、
活

性
化
に
資
す
る
有
効
な
事
業

と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
受

入
れ
の
人
件
費
の
一
部
は
交

付
税
措
置
が
あ
る
の
で
、
町

の
財
政
負
担
を
検
証
し
、
費

用
対
効
果
を
踏
ま
え
判
断
し

た
い
。
民
間
企
業
で
も
地
域

貢
献
の
一
環
と
し
て
、
自
治

体
に
派
遣
す
る
取
組
が
あ
り
、

併
せ
て
調
査
・
研
究
す
る
。

　
　
職
員
育
成
に
加
え
、
地

域
貢
献
の
観
点
か
ら
も
、
職

員
が
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理

事
長
な
ど
の
副
業
・
兼
業
を

し
た
い
場
合
、
地
方
公
務
員

の
兼
業
許
可
制
度
を
活
用
し

や
す
い
環
境
に
整
え
る
必
要

が
あ
る
。
町
の
見
解
は
。

　

  （
副
町
長
） 

地
方
公
務
員

に
は
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
、

守
秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務

な
ど
が
あ
り
、
原
則
兼
業
は

許
可
制
と
な
っ
て
い
る
。
職

員
が
地
域
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
は
、
地
域
貢

献
の
観
点
な
ど
、
有
益
な
面

も
あ
り
、
適
切
に
運
用
で
き

る
よ
う
許
可
基
準
の
明
確
化

な
ど
、
先
進
事
例
を
調
査
し
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問

問

問

答

答

答
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その 4

提　出

受　理

審　査

採　決

関係機関へ送付

そこが知りたい！
議会の

　提出には、標題、趣旨、提出年月日、提出者の住所・署名また
は記名押印、請願にはさらに紹介議員の署名または記名押印が必
要です。なお、正副議長及び所管委員会の正副委員長は請願の紹
介議員にはなれません。

　請願・陳情とは、国民が国や自
治体に対し、一定の希望や意見を
述べることを言います。外国人、
法人も提出することができます。
　請願の提出には提出する自治体
の議員の紹介が必要ですが、陳情
は必要ありません。
　議会では、皆さんの思いを政治
に反映することに努めています。

　出された請願・陳情は、形式上の審査を行い受理します。その後、
議会運営委員会において、内容を精査し、取扱いを協議します。

　議会運営委員会で付託する委員会を協議し、本会議において委
員会に付託を決定します。付託された委員会は審査を行い、委員
長が本会議で審査結果を報告します。

　本会議で委員長の報告を受け、採択・不採択の採決をします。

　採択された請願・陳情に関する意見書は、関係機関に送付しま
す。なお、提出者は処理の経過及び結果の報告を請求することが
できます。
　

　「現行の健康保険証を残すことを求
めることに関する意見書」の提出を
求める陳情書　　　　・・・不採択
　「えん罪被害者の迅速な救済を可能
とするため、再審法の速やかな改正
を求める意見書採択のお願い」
　　　　　　　　　     ・・・採択

1

2

3

4

5

請願・陳情って
　   何だろう？

９月定例会で審議された陳情

詳細はこちらから
議会ホームページ
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政務活動費

令和５年度 政務活動費決算一覧表 （単位：円）

吉川清里
森野夏歩
松浦俊介
佐野俊光
向笠達也
野田敏彦
大濱博史
飯田安雄
田代　稔
松下尚美
花堂晴美
桐原直紀
海野豊彦
寺島俊郎

300,000

600,000

450,000

450,000

150,000
150,000

197,645

455,222

369,192

192,636

8,800
37,370

21,545

364,484

281,808

154,275

0
0

176,100

90,738

28,629

38,361

8,800
37,370

0

0

58,755

0

0
0

0

0

0

0

0
0

102,355

144,778

80,808

257,364

141,200
112,630

日本共産
党議員団

新生会

会派名 会派
構成

会派への
交付額
（Ａ）

会派での
支出額
（Ｂ）

町への
返還額
（Ａ－Ｂ）

内　　   訳
調査研究
・研修費

資料作成
・購入費 広報費 事務所費

絆の会

立志の会
太陽の会

湧創フォ
ーラム

　
政
務
活
動
費
は
、
議
員

の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動

に
役
立
て
る
た
め
、
議
会
に

お
け
る
会
派
（
所
属
議
員

が
１
人
の
場
合
を
含
む
。）

に
１
人
当
た
り
年
額
15
万

円
が
交
付
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
各
会
派
は
、
収
支
報
告

書
に
領
収
書
を
添
付
し
、

議
長
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

年
度
に
お
い
て
残
余
額
が

あ
る
場
合
は
、
町
に
返
還

し
て
い
ま
す
。

笠松町で公共交通のあり方や交通
ネットワークを学ぶ

（湧創フォーラムと新生会）

詳細はこちらから
議会ホームページ

朝日町では共助型公共交通を学ぶ
（湧創フォーラムと新生会）
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広
報
広
聴
委
員
は
昨
年
の

改
選
後
６
人
中
４
人
が
新
任

と
な
り
、
毎
回
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
編
集
を
進
め
て
い
ま

す
。
視
察
先
や
広
報
研
修
会

で
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入

れ
、
町
民
の
皆
様
に
伝
わ
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
、
毎
号
少
し
ず
つ
変
化
・

改
良
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
過
去
の

号
と
の
変
化
も
見
比
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の

変
化
も
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

（
森
野
）

発
行
・
編
集
責
任
者

　
　

議　

長　

佐
野　

俊
光

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

松
下　

尚
美

副
委
員
長　

野
田　

敏
彦

委　

員　

大
濱　

博
史

寺
島　

俊
郎

田
代　
　

稔

森
野　

夏
歩

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
７
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

32
円
で
す
。

編
集
後
記

清水町議会だより　2024 年 10 月 30 日

議会を傍聴
してみませんか

次の定例会は

 11月29日  午前９時
開会予定です。
　　　　　   

　傍聴を希望する方は、本会議
の当日、役場５階の受付係に申
し出ていただき、傍聴券の交付
を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちしてい
ます。

お知らせ

地域親子ふれあいランド　カンガルーサロン

―
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

よ
く
利
用
し
ま
す
か
。

　

週
に
１
回
ほ
ど
通
っ
て
い

ま
す
。
買
い
物
つ
い
で
に
行

く
こ
と
が
で
き
て
、
駐
車
場

に
屋
根
が
あ
る
の
が
便
利
で

す
。
他
の
日
の
日
中
は
子
供

と
２
人
き
り
な
の
で
、
息
抜

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
参
加
し
て
良
か
っ
た
点
は
。

　

同
じ
く
ら
い
の
月
齢
の
子

の
親
と
話
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
離
乳
食
の
関
係
で

参
加
で
き
る
時
間
が
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
時
間
も
ち
ょ

う
ど
良
か
っ
た
で
す
。

　

子
供
た
ち
の
コ
ロ
コ
ロ
と

変
わ
る
表
情
が
微
笑
ま
し

か
っ
た
で
す
。
核
家
族
化
が

進
む
中
、
親
同
士
や
地
域
と

つ
な
が
れ
る
場
は
重
要
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
森
野
）

 

９
月
26
日
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
カ
ン
ガ

ル
ー
サ
ロ
ン
で
は
、
１
歳
前

後
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の

方
が
、
工
作
や
ハ
イ
ハ
イ

レ
ー
ス
を
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
カ
ン
ガ
ル
ー
サ
ロ
ン
へ
の

参
加
は
何
回
目
で
す
か
。
参

加
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

初
め
て
の
参
加
で
す
。
サ

ン
ト
ム
ー
ン
に
あ
る
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
チ
ラ
シ
を

見
か
け
、
参
加
し
ま
し
た
。

―
気
づ
い
た
点
は
あ
り
ま
す

か
。

　

親
族
以
外
に
抱
っ
こ
を
さ

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

他
の
方
と
ふ
れ
あ
う
経
験
も

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ゆったりとした時間の中で
ママ友パパ友づくり

交流が学びや成長につながります交流が学びや成長につながります交流が学びや成長につながります


